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です。組織の脱水 とパ ラフィン浸透 を80分で済
ませるために,新 型の超短時間処理装置は専用薬
剤とマイクロウェーブ処理を併用して脱水 を行い,
















3分で,画 像の画素数は十数億,画 像の大 きさは
数百メガバ イ トとなります。 このようにして作 ら
れた画像は病理診断が充分可能 なほどの高画質で,
Virtualslide用画像観察 ソフ トウェアを使 ってコ
ンピューターデ ィスプレイで閲覧 します。この画
像観察 ソプ トを使 うと,標本の任意の場所 にさっ
と移動 して,そ の場所を拡大,縮 小することがマ
ウス操作だけでできます。つ まり,バ ーチャルス
ライドではコンピューターが顕微鏡の役 目を果た














るよ うに な り ます。 そ の よ う な実習 標 本 の
VirtualSlideが,東京大学医学部人体病理学 ・病




鏡画像を,遠 く離れた所 にいる病理医が観察 して
病理診断を行うことです。実際にはまず,診 断を
依 頼 す る施 設 で,デ ジ タル カ メ ラ を備 え た
Telepathology用顕微鏡のステージにガラス標本
を置 きます。次 に,離 れた場所 にいる病理医が
Telepathoiogy用顕微鏡を遠隔操作 して,病 理 医
の目の前にあるディスプレイ上に標本の顕微鏡画
像 を写 しだ し,その画像を観察 して病理診断を行
います。顕微鏡の遠隔操作 と画像の電送には高速





査ができるようになります し,ま た,難 解症例に
ついて,遠隔地にいる専門家の意見を聞きたい(コ
ンサルテーション)ときには,標 本輸送で生 じる
待ち時間な しで,専 門家の意見を聞くことができ
ます。
